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たすけあいアンケートより

「入院、手術によ
り大学へ行けず、

またアルバイトも

長期間休むことと
なりました。右足

首のため車の

運転、自転車通学
ができなくなりま

した。身体が

不自由になり、回
復まで周囲の人の

助けが必要と

なり感謝していま
す。」

（スポーツ事故：
骨折　入院 13 日

・手術 1回　

共済金 180,000 円
)

8月のお支払い状況

お支払い金額

2,950,000円

こころの早期対応保障  1 件

事故通院（固定具6件を含む） 16件

事故入院 1件

親扶養者死亡 1件

病気手術 3件

病気入院 9件

　　　計  31件

＊G1200コース加入者の
お支払い件数を掲載して
います。

編集後記
　新函館北斗駅の郵便ポストに座っている「ずーしーほっきー」です。一度見たら忘れら
れない風貌のゆるキャラです。存在は知っていたのですがこのくらい大きな個体を見たの
が初めてで思わず写真を撮ってしまいました。全国各地に地域や団体のPRのために作ら
れたゆるキャラがいますがこんなインパクト強いキャラクターはなかなかいないのでは？
　夏休み期間、旅行や帰省などいろんなところに行った方も多いと思います。行った先の
素敵な風景や美味しいものの写真もいいですが、こんなゆるキャラいたよ、という話しも
あると楽しいかも。（SHIMO）

開催日：10月1日（水）～3日（金）　昼休み・夕食時間帯　
場　所：食堂Horest内

開催日：9月2日（火）～4日（木）　 参加人数：41名（うち弘前大学から2名）　 主催：全国大学生協連

　「おかえりなさいキャンペーン」は夏休み中の帰省や旅
行で病院にかかっていたときの給付申請忘れを無くするた
めに行っています。
　弘大生の約90％以上がCO･OP学生総合共済に加入し
ています。学生が自分で相談や給付申請を行いやすいよう
に学内に相談窓口があり、共済マイページからも申請を行
うことができます（要登録）。

　ケガや病気をしないことが一番ですが、なってしまった
時のために「加入」を、体づくり等の「予防提案」、共済
金を適切に遅滞なく支払うために、共済金の請求忘れがな
いかを広く呼びかける「給付」、加入状況や共済金支払い
実績、特徴的な事例などを伝える「報告」。これら4つの
取り組みが学生生活を支えています。

　私は三日間を通して戦争はとても残酷で苦しいものだということを
強く感じました。今回の沖縄で色々な場所に行って戦争の跡や戦争経
験者の証言、当時の写真をたくさん見たことで当時の様子や状況を身
近に感じました。このような経験をしたことにより、以前よりも戦争
は痛くて苦しい思いをして誰も得をしないため、絶対に戦争はしたく
ないと強く思いました。弘前では戦争の酷さや苦しさ、絶対やっては
いけないということを伝えていきたいです。

農学生命科学部1年　大久保柊

【CO･OP学生総合共済　学内相談窓口】文京町地区：たびshop　本町地区：FERIO
◎「共済マイページ」に登録すると共済のお手続き・契約内容の確認がスマホやPCからできます！

Peace Now ! OKINAWA

目　的 ●80年前の沖縄を、当時の様々な人の立場から多角的に想像する。
●この80年間の、そして今・未来の沖縄の平和について対話を通して、知り・知らせ・考え・話し合う。

　私が一番印象に残ったのは糸数アブチラガマです。自然洞窟（ガマ）で沖
縄戦時、もともとは糸数集落の避難指定壕でしたが、日本軍の陣地壕や倉庫
として使用され、戦場が南下するにつれて南風原陸軍病院の分室となった場
所です。そこは、人が住むにはあまりに過酷すぎる環境でした。私たちはガ
マの中で真っ暗な環境を体験させてもらいました。人も物もうっすらとも見
えずとても怖かったです。当時は暗闇に加え、全長270mのガマ内は600
人以上の負傷兵で埋め尽くされたため悪臭やうめき声、食料も水もほとんど
ない環境でした。私はこの環境で1日も過ごせる自信はありません。
　当時の人の心境を通して戦争の恐ろしさを伝えていきたいです。

理工学部1年　永島拓実

平和祈念公園　平和の礎　戦没者の氏名を刻銘した記念碑平和祈念公園　平和の礎　戦没者の氏名を刻銘した記念碑

写真（左）平和祈念公園「命どぅ宝（命どぅ
宝）」石碑。「命こそ宝」という意味で、戦
争や災害にかかわらず命の尊さを訴え、世
界の恒久平和を願うメッセージを伝えてい
ます。
（中央）海軍戦没者慰霊之塔（旧海軍司令部
壕）
（右）旧海軍司令部壕　資料館
旧海軍司令部内から出た砲弾等
（下）平和祈念公園　摩文仁の丘　沖縄戦最
後の激戦地。南部に避難していた住民が戦
闘に巻き込まれ多くの犠牲者が出た。

写真（左）平和祈念公園「命どぅ宝（命どぅ
宝）」石碑。「命こそ宝」という意味で、戦
争や災害にかかわらず命の尊さを訴え、世
界の恒久平和を願うメッセージを伝えてい
ます。
（中央）海軍戦没者慰霊之塔（旧海軍司令部
壕）
（右）旧海軍司令部壕　資料館
旧海軍司令部内から出た砲弾等
（下）平和祈念公園　摩文仁の丘　沖縄戦最
後の激戦地。南部に避難していた住民が戦
闘に巻き込まれ多くの犠牲者が出た。

平和祈念公園・資料館／企画1『戦後80年、沖縄のいまを知る』
現在までの沖縄の歴史を整理しなおした後、今も残る基地や不発弾、教科書の記述といった課題について向き合いました。

Day.1

糸数アブチラガマ・ひめゆり平和祈念資料館・旧海軍司令部壕／企画2『自分にとっての平和』前半
沖縄で平和教育を行う㈱さびら 狩俣日姫さんにお越しいただき、平和教育についてともに考えました。

Day.2

企画2『自分にとっての平和」後半／企画3『語りなおしゼミ～「自分の語り」を探す旅～」
私たちにとっての平和とは何だろうかを考え、私たちが同年代そして社会、次世代に平和・沖縄で起こった、起こっている
ことを語りなおし拡げていくために一人ひとりどんなことができるか考えました。

Day.3

プログラム
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次回は10月30日（木）予定次回は10月30日（木）予定

詳しくは弘大生協ホームページ・理事会の議事録・発言録をご覧ください。詳しくは弘大生協ホームページ・理事会の議事録・発言録をご覧ください。

（左）コーヒー豆をロースターで焙煎している様子　（右）焙煎したコーヒーを淹れます（左）コーヒー豆をロースターで焙煎している様子　（右）焙煎したコーヒーを淹れます

議決事項

第1号議案　2026年度新学期方針

第2号議案　育児・介護休業法改正に伴う関連規定の改定

第3号議案　ミール（ミール定期マネー）利用細則の改定

　第1～3号議案について、全会一致で可決承認されました。

　新入生が学業、生活、精神面において円滑に大学生活をスタートで
きるよう、弘大生協新学期全体方針および学生委員会による新学期企
画方針を検討し議決しました。

報告事項

9．大学関係

　大学による「学生生活支援プロジェクト」と合わせて、
生協独自にポイント還元を実施しました。5/7～8/6　合
計12.2万食、約495万ポイント（約495万円分）

2025年度 第4回理事会報告2025年度 第4回理事会報告9月25日
開催

　「Well-being イノベーションPJ最前線」をテーマ
に、オンラインを含めて2,800名の参加者に向けて、
私たち学生委員会は冬期間の運動不足に目を向けた企
画「球技大会」を基に、学生の運動意識について紹介
しました。ステージに立って発表する学生は私一人だ
けということで、周囲の専門家たちの中にいてとても
緊張したのですが、経験としてはとても大きなものと
なりました。
　今年度の12月あたりにも球技大会を開催する予定
となっているので、 最近運動していないなと感じてい
る人はぜひとも参加してほしいと思います。 また、
10月の弘大祭で出店する「健康安全まつり」にもた
くさんの方に来ていただきたいです。

生協学生委員会　理工学部2年　薮崎太一

開催日時：9月12日（金）　13：00～17：15　
場　　所：一橋講堂大ホール　

弘前大学COI-NEXT　Well-beingイノベーションフォーラム2025

10月1日付　大橋　未奈（おおはし　みな）　東北大学生協　→　SHAREA店一般職職 員 人 事

昨年の内容、報告は弘前大学生協ホームページ＞「あっぷれすバックナンバー」Vol.169より確認いただけます。

開催日：8月25日（月）～8月31日（日）　 参加人数：28名（弘前大学20名・福島大学8名）　

異文化交流　フィリピンILOILOツアー（英会話講座ACE受講生）異文化交流　フィリピンILOILOツアー（英会話講座ACE受講生）

開催目的 ●『オンライン』から『リアル』で！パソコン画面越しに出会った学生に、実際に会いに行こう！
●環境・貧困・教育等の課題に直に触れて知り、同年代の学生とともに考えよう！

　フィリピンのコーヒー産業の現状や課題を学
び、私たちも消費者として考えて買い物をすること
で地域のコーヒー農家を支援することができると教
わりました。他にもコーヒーカッピングやコーヒー
豆の仕分け作業を体験でき、とても貴重な経験
でした。

地域産業（コーヒー・ワークショップ）
AM：NGO LOOBがイロイロ州で開始した農家支援についての講話
PM：現地コーヒーメンターと一緒にコーヒーをもっと知るためのワークショップ

★選択コースC　～ 1杯のコーヒーから楽しむ国際協力！～

参加者の声 Saaya

　フィリピンは日本よりも性別の種類が多く、性
の認識についての理解が深い。フィリピンの先
生は生徒に対しMr.かMs.のどちらで呼んだら良
いか尋ねていると教えてくれた。それができるのは
寛容さゆえであり、1人1人を尊重することにも直
結していると考えました。

ジェンダー（国立大学でのワークショップ）
AM：ジェンダーの概念や日本とフィリピンの世界的な立ち位置を座学で学びます
PM：国立大学内ジェンダーセンター（仮）を訪問し、現地学生とその活動を体験

★選択コースB　～ジェンダー平等性がアジア断トツ１位のフィリピンに学ぶ！～

参加者の声 Tomoaki

（左）DAY5選択コースの日のご飯　（右）日本軍の大邸宅（現在は高校）（左）DAY5選択コースの日のご飯　（右）日本軍の大邸宅（現在は高校）

　今回のツアーで「歴史コース」に参加し、日本
がフィリピンを侵略した歴史を勉強しました。フィ
リピンの人が、そうした歴史をどのように捉えている
のかを聞けたことが貴重な経験です。日本の視点
からではない歴史に、少しですが触れることができ、
今までより多くのことを考えられるようになりました。

日本とフィリピンの歴史（慰霊碑や戦争遺構の訪問）
AM：日本とフィリピンの歴史的な関りを座学で学びます
PM：実際に戦争の慰霊碑や日本軍に占拠されていた大きな邸宅（現在は高校）を訪問

★選択コースA　～過去に学び、未来に平和を！～

参加者の声 Yuumi

　4月と7月にオンライン異文化交流を行い、フィリピンの学生とオンラインで繋ぎ「ゴミ山の問題」「スラム街での生活」「フィリピン
と日本の食文化」について交流をしました。
　今回のツアーは、オンライン異文化交流でパソコンの画面越しに見た、フィリピンイロイロ市に実際に行き、目だけでなく、体全体で
感じ、ゴミ処理場の訪問も含め、フィリピンの社会問題について触れ、現地の方々と直接交流をし深く学ぶプログラムです。
DAY5：選択コースに分かれてBrother＆Sisterと行動しよう
　　　　A）歴史巡り／バランタン国立基地、AngellioumSchoolツアー
　　　　B）ジェンダー／ISTA-Uジェンダーセンター
　　　　C）地域産業・コーヒーのワークショップ／市内カフェ
今年は新たにDAY5のプログラムが追加されました。参加者感想はDAY5のものとなっています。

プログラム

弘前大学からの参加メンバー弘前大学からの参加メンバー

（左）訪問先の大学構内　（右）最終日フェアウェルパーティーでの1枚（ツアー中はこのグループで活動、1週間で強く結ばれた絆を感じる写真です）（左）訪問先の大学構内　（右）最終日フェアウェルパーティーでの1枚（ツアー中はこのグループで活動、1週間で強く結ばれた絆を感じる写真です）

新入生数が定員+105名で、3月新入生サポートセンターへの来場者数が若干増加した（来場率は新
入生比約87％）。住まいをはじめ、多くの新入生の新生活準備をトータルにサポートすることができ
た。ただ、公務員講座や学生自身の将来のための講座利用は年々減少しており、アップデートが必要。
商品価格の高騰は米をはじめとして続いており、大学と行った経済支援策で一定の利用は維持された
ものの、トータルの利用高（供給高）は前年比でも減少した。人件費、物件費は予算内で執行しているが、
最低賃金の上昇幅は見込みを超えており、下期・次年度への影響が大きい。

決算の特徴

■2025年度上半期決算

昨年 予算 実績 予算差
（単位千円）

昨年比 予算比
総供給高
供給剰余金
　供給剰余率（%）
　受取手数料
事業総剰余金
　人件費
　物件費
　（事業連合委託費）
事業剰余金
　事業外損益
経常剰余金

1,091,844
248,487
22.8%

154,477
402,964
201,754
136,250
24,576
64,960
12,355
77,315

1,115,377
259,130
23.2%

179,425
438,555
197,519
174,816
23,658
66,220
10,010
76,230

1,062,286
241,714
22.8%

196,897
438,611
196,875
174,388
23,658
67,348
13,465
80,813

－53,091
－17,416

－
17,472

56
－644
－428

0
1,128
3,455
4,583

－2.7%
－2.7%

－
27.5%
8.8%

－2.4%
28.0%
－3.7%
3.7%
9.0%
4.5%

－4.8%
－6.7%

－
9.7%
0.0%

－0.3%
－0.2%
0.0%
1.7%
34.5%
6.0%
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び、私たちも消費者として考えて買い物をすること
で地域のコーヒー農家を支援することができると教
わりました。他にもコーヒーカッピングやコーヒー
豆の仕分け作業を体験でき、とても貴重な経験
でした。

地域産業（コーヒー・ワークショップ）
AM：NGO LOOBがイロイロ州で開始した農家支援についての講話
PM：現地コーヒーメンターと一緒にコーヒーをもっと知るためのワークショップ

★選択コースC　～ 1杯のコーヒーから楽しむ国際協力！～

参加者の声 Saaya

　フィリピンは日本よりも性別の種類が多く、性
の認識についての理解が深い。フィリピンの先
生は生徒に対しMr.かMs.のどちらで呼んだら良
いか尋ねていると教えてくれた。それができるのは
寛容さゆえであり、1人1人を尊重することにも直
結していると考えました。

ジェンダー（国立大学でのワークショップ）
AM：ジェンダーの概念や日本とフィリピンの世界的な立ち位置を座学で学びます
PM：国立大学内ジェンダーセンター（仮）を訪問し、現地学生とその活動を体験

★選択コースB　～ジェンダー平等性がアジア断トツ１位のフィリピンに学ぶ！～

参加者の声 Tomoaki

（左）DAY5選択コースの日のご飯　（右）日本軍の大邸宅（現在は高校）（左）DAY5選択コースの日のご飯　（右）日本軍の大邸宅（現在は高校）

　今回のツアーで「歴史コース」に参加し、日本
がフィリピンを侵略した歴史を勉強しました。フィ
リピンの人が、そうした歴史をどのように捉えている
のかを聞けたことが貴重な経験です。日本の視点
からではない歴史に、少しですが触れることができ、
今までより多くのことを考えられるようになりました。

日本とフィリピンの歴史（慰霊碑や戦争遺構の訪問）
AM：日本とフィリピンの歴史的な関りを座学で学びます
PM：実際に戦争の慰霊碑や日本軍に占拠されていた大きな邸宅（現在は高校）を訪問

★選択コースA　～過去に学び、未来に平和を！～

参加者の声 Yuumi

　4月と7月にオンライン異文化交流を行い、フィリピンの学生とオンラインで繋ぎ「ゴミ山の問題」「スラム街での生活」「フィリピン
と日本の食文化」について交流をしました。
　今回のツアーは、オンライン異文化交流でパソコンの画面越しに見た、フィリピンイロイロ市に実際に行き、目だけでなく、体全体で
感じ、ゴミ処理場の訪問も含め、フィリピンの社会問題について触れ、現地の方々と直接交流をし深く学ぶプログラムです。
DAY5：選択コースに分かれてBrother＆Sisterと行動しよう
　　　　A）歴史巡り／バランタン国立基地、AngellioumSchoolツアー
　　　　B）ジェンダー／ISTA-Uジェンダーセンター
　　　　C）地域産業・コーヒーのワークショップ／市内カフェ
今年は新たにDAY5のプログラムが追加されました。参加者感想はDAY5のものとなっています。

プログラム

弘前大学からの参加メンバー弘前大学からの参加メンバー

（左）訪問先の大学構内　（右）最終日フェアウェルパーティーでの1枚（ツアー中はこのグループで活動、1週間で強く結ばれた絆を感じる写真です）（左）訪問先の大学構内　（右）最終日フェアウェルパーティーでの1枚（ツアー中はこのグループで活動、1週間で強く結ばれた絆を感じる写真です）

新入生数が定員+105名で、3月新入生サポートセンターへの来場者数が若干増加した（来場率は新
入生比約87％）。住まいをはじめ、多くの新入生の新生活準備をトータルにサポートすることができ
た。ただ、公務員講座や学生自身の将来のための講座利用は年々減少しており、アップデートが必要。
商品価格の高騰は米をはじめとして続いており、大学と行った経済支援策で一定の利用は維持された
ものの、トータルの利用高（供給高）は前年比でも減少した。人件費、物件費は予算内で執行しているが、
最低賃金の上昇幅は見込みを超えており、下期・次年度への影響が大きい。

決算の特徴

■2025年度上半期決算

昨年 予算 実績 予算差
（単位千円）

昨年比 予算比
総供給高
供給剰余金
　供給剰余率（%）
　受取手数料
事業総剰余金
　人件費
　物件費
　（事業連合委託費）
事業剰余金
　事業外損益
経常剰余金

1,091,844
248,487
22.8%

154,477
402,964
201,754
136,250
24,576
64,960
12,355
77,315

1,115,377
259,130
23.2%

179,425
438,555
197,519
174,816
23,658
66,220
10,010
76,230

1,062,286
241,714
22.8%

196,897
438,611
196,875
174,388
23,658
67,348
13,465
80,813

－53,091
－17,416

－
17,472

56
－644
－428

0
1,128
3,455
4,583

－2.7%
－2.7%

－
27.5%
8.8%

－2.4%
28.0%
－3.7%
3.7%
9.0%
4.5%

－4.8%
－6.7%

－
9.7%
0.0%

－0.3%
－0.2%
0.0%
1.7%
34.5%
6.0%
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たすけあいアンケートより

「入院、手術によ
り大学へ行けず、

またアルバイトも

長期間休むことと
なりました。右足

首のため車の

運転、自転車通学
ができなくなりま

した。身体が

不自由になり、回
復まで周囲の人の

助けが必要と

なり感謝していま
す。」

（スポーツ事故：
骨折　入院 13 日

・手術 1回　

共済金 180,000 円
)

8月のお支払い状況

お支払い金額

2,950,000円

こころの早期対応保障  1 件

事故通院（固定具6件を含む） 16件

事故入院 1件

親扶養者死亡 1件

病気手術 3件

病気入院 9件

　　　計  31件

＊G1200コース加入者の
お支払い件数を掲載して
います。

編集後記
　新函館北斗駅の郵便ポストに座っている「ずーしーほっきー」です。一度見たら忘れら
れない風貌のゆるキャラです。存在は知っていたのですがこのくらい大きな個体を見たの
が初めてで思わず写真を撮ってしまいました。全国各地に地域や団体のPRのために作ら
れたゆるキャラがいますがこんなインパクト強いキャラクターはなかなかいないのでは？
　夏休み期間、旅行や帰省などいろんなところに行った方も多いと思います。行った先の
素敵な風景や美味しいものの写真もいいですが、こんなゆるキャラいたよ、という話しも
あると楽しいかも。（SHIMO）

開催日：10月1日（水）～3日（金）　昼休み・夕食時間帯　
場　所：食堂Horest内

開催日：9月2日（火）～4日（木）　 参加人数：41名（うち弘前大学から2名）　 主催：全国大学生協連

　「おかえりなさいキャンペーン」は夏休み中の帰省や旅
行で病院にかかっていたときの給付申請忘れを無くするた
めに行っています。
　弘大生の約90％以上がCO･OP学生総合共済に加入し
ています。学生が自分で相談や給付申請を行いやすいよう
に学内に相談窓口があり、共済マイページからも申請を行
うことができます（要登録）。

　ケガや病気をしないことが一番ですが、なってしまった
時のために「加入」を、体づくり等の「予防提案」、共済
金を適切に遅滞なく支払うために、共済金の請求忘れがな
いかを広く呼びかける「給付」、加入状況や共済金支払い
実績、特徴的な事例などを伝える「報告」。これら4つの
取り組みが学生生活を支えています。

　私は三日間を通して戦争はとても残酷で苦しいものだということを
強く感じました。今回の沖縄で色々な場所に行って戦争の跡や戦争経
験者の証言、当時の写真をたくさん見たことで当時の様子や状況を身
近に感じました。このような経験をしたことにより、以前よりも戦争
は痛くて苦しい思いをして誰も得をしないため、絶対に戦争はしたく
ないと強く思いました。弘前では戦争の酷さや苦しさ、絶対やっては
いけないということを伝えていきたいです。

農学生命科学部1年　大久保柊

【CO･OP学生総合共済　学内相談窓口】文京町地区：たびshop　本町地区：FERIO
◎「共済マイページ」に登録すると共済のお手続き・契約内容の確認がスマホやPCからできます！

Peace Now ! OKINAWA

目　的 ●80年前の沖縄を、当時の様々な人の立場から多角的に想像する。
●この80年間の、そして今・未来の沖縄の平和について対話を通して、知り・知らせ・考え・話し合う。

　私が一番印象に残ったのは糸数アブチラガマです。自然洞窟（ガマ）で沖
縄戦時、もともとは糸数集落の避難指定壕でしたが、日本軍の陣地壕や倉庫
として使用され、戦場が南下するにつれて南風原陸軍病院の分室となった場
所です。そこは、人が住むにはあまりに過酷すぎる環境でした。私たちはガ
マの中で真っ暗な環境を体験させてもらいました。人も物もうっすらとも見
えずとても怖かったです。当時は暗闇に加え、全長270mのガマ内は600
人以上の負傷兵で埋め尽くされたため悪臭やうめき声、食料も水もほとんど
ない環境でした。私はこの環境で1日も過ごせる自信はありません。
　当時の人の心境を通して戦争の恐ろしさを伝えていきたいです。

理工学部1年　永島拓実

平和祈念公園　平和の礎　戦没者の氏名を刻銘した記念碑平和祈念公園　平和の礎　戦没者の氏名を刻銘した記念碑

写真（左）平和祈念公園「命どぅ宝（命どぅ
宝）」石碑。「命こそ宝」という意味で、戦
争や災害にかかわらず命の尊さを訴え、世
界の恒久平和を願うメッセージを伝えてい
ます。
（中央）海軍戦没者慰霊之塔（旧海軍司令部
壕）
（右）旧海軍司令部壕　資料館
旧海軍司令部内から出た砲弾等
（下）平和祈念公園　摩文仁の丘　沖縄戦最
後の激戦地。南部に避難していた住民が戦
闘に巻き込まれ多くの犠牲者が出た。

写真（左）平和祈念公園「命どぅ宝（命どぅ
宝）」石碑。「命こそ宝」という意味で、戦
争や災害にかかわらず命の尊さを訴え、世
界の恒久平和を願うメッセージを伝えてい
ます。
（中央）海軍戦没者慰霊之塔（旧海軍司令部
壕）
（右）旧海軍司令部壕　資料館
旧海軍司令部内から出た砲弾等
（下）平和祈念公園　摩文仁の丘　沖縄戦最
後の激戦地。南部に避難していた住民が戦
闘に巻き込まれ多くの犠牲者が出た。

平和祈念公園・資料館／企画1『戦後80年、沖縄のいまを知る』
現在までの沖縄の歴史を整理しなおした後、今も残る基地や不発弾、教科書の記述といった課題について向き合いました。

Day.1

糸数アブチラガマ・ひめゆり平和祈念資料館・旧海軍司令部壕／企画2『自分にとっての平和』前半
沖縄で平和教育を行う㈱さびら 狩俣日姫さんにお越しいただき、平和教育についてともに考えました。

Day.2

企画2『自分にとっての平和」後半／企画3『語りなおしゼミ～「自分の語り」を探す旅～」
私たちにとっての平和とは何だろうかを考え、私たちが同年代そして社会、次世代に平和・沖縄で起こった、起こっている
ことを語りなおし拡げていくために一人ひとりどんなことができるか考えました。

Day.3

プログラム
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弘前大学生活協同組合のホームページは、「弘前大学生協」で検索！
1ヶ月に１回発行。弘前大学生協の活動をお知らせいたします。
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